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1. まえがきまえがきまえがきまえがき 

 

森羅万象は全て混ざり物森羅万象は全て混ざり物森羅万象は全て混ざり物森羅万象は全て混ざり物 

地球をはじめとして宇宙を構成している万物は非常に多くの分子やイオンの集合によ

ってできているという考えを現代の自然科学では基礎にしています。集合する仕方が異な

れば水と氷のように同じ分子が集合した物質でも非常に異なる性質を示しますから、分子

の集合の仕方により物質はそれぞれ個性のある性質や機能を示します。しかも、この物質

の性質や機能が組み合わされて、万物は複雑な性質や機能をかもし出しています。このよ

うに物質の、そして万物のもとになる分子やイオンは種々の原子が強い力で結び付いて形

作られていますが、それらの原子の結び付きの違いにより異なる性質や機能を示す 5000万

種類以上の分子やイオンが現在までに調べられています。膨大な種類の分子やイオンを構

成している原子は自然界にわずかに 90種類しか存在していません。さらに、これらの原子

は中性子と陽子と電子の 3 種の粒子が極めて大きなエネルギーで結び付けられてできてい

ます。これらの関係をまとめますと中性子と陽子と電子の 3 種の粒子が集合して地球上の

万物が作り出されており、その 3 種の粒子の集合の仕方により万物の性質や機能が発現し

ていると考えることができます。古く中国では、火と水と木と金と土の 5 種の物からでき

ているという五行思想で森羅万象を考えていましたが、現代の自然科学の考え方は三行思

想と表現することも出来るように思います。 

当然、この 3種の粒子の集合の仕方が変化すれば、原子やイオンが変りますからその性

質が変化しますし、原子やイオンの集合の仕方が変化すれば分子の性質や機能が変化しま

す。分子やイオンの集合の仕方が変化すれば物質の性質や機能が変化しますし、物質の性

質や機能が変化すれば万物の組織や性質や機能も変化します。このような種々の段階の変

化の中で、中性子と陽子と電子の 3 種の粒子の間の変化は非常に大きなエネルギーの変化

を伴いますから極めて限られています。同じように陽子と中性子の集合の変化による原子

の種類の変化も特定の場合に限られています。原子を結び付けている結合の組み替える変

化を化学反応と呼んでいますが、その結合の強さは 50～150kcal/mol ですから、150℃程度

の加熱あるいは紫外線の照射により化学反応が容易に進行します。この場合にも分子を構

成する原子の種類も結合の仕方も変化しますから、物質が変化し万物の組織や機能も変化

します。しかも、普遍的に地球上に存在する水や空気がこれらの種々の変化に時として関

与しますから、地球上の万物は時を経ることにより次第に変化し、その組織や機能や性質

を変化させてゆきます。さらに、分子が集合して形作られている物質も時間の経過や環境

の変化により集合の仕方を変えてより安定な状態になりますから、物質の組織や機能も変

化します。 

水や蛋白質や脂質など約 5000 種類の物質が複雑に絡み合って細胞が形作られ、多くの

細胞で構成されている五臓六腑など種々の器官の働きで人間は生き続けています。この人

間が地球上ではただ一人で生きてゆけませんから、家族は身を寄せ合って暮らし、争い合
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ったり援け合ったりしながら社会の中で生活をしています。さらに、種々の性格や能力を

持った人間が 1.2 億人以上も集まって日本という国を形成していますが、大きさも人種も

宗教も思想も経済状態も国力も違う 150以上の国と地域で世界は成り立っています。 

 

Non-Japaとととと Hon-Japa 

国際基督教大学には外国人、日本人との間の混血児、変な日本人、日本育ちの日本人を

意味する Non-Japa（ノンジャパ）、Han-Japa（半ジャパ）、Hen-Japa（変ジャパ）、Hon-Japa

（本ジャパ）という冗談まじりの区分が存在するそうですが、その区分の基礎になるもの

は何なのでしょうか。Non-Japa と Hon-Japa は当人の国籍で明らかに区分できますし、

Han-Japa は親の国籍で区分されると思われますが、全ての学生が常に国籍を明示して国際

基督教大学に通学しているとは思えませんから、この区分の基礎になるものは国籍だけで

はないようです。Hen-Japaと Hon-Japaは明らかに国籍による区分ではありませんから、言

語や生活習慣や性格や価値観の違いによるものと思われます。 

大銀杏の丁髷を付け、腰に廻しを絞めて、古式に則って戦う相撲は文部科学省が日本の

国技と認めています。当然、横綱を目指して土俵の上で日夜精進している多くの力士は文

部科学省が考える代表的な日本人と思われますが、モンゴル共和国の国籍を持つ力士が現

役横綱を務めています。第 64 代横綱の曙関はハワイ生まれのアメリカ人でしたが、1996

年に日本国籍を取得しましたから、彼の性格や習慣や価値観などが全く変わらないままに

Non-JapaからHon-Japaに代わってしまいました。近年の多くの横綱力士はNon-Japaですが、

平幕力士の多くは Hon-Japa ということにな

ります。全力士の数と比較して Hon-Japa の

力士数の割合は国籍に関する力士集団の日

本人の純度に相当しますが、古くからの日本

人の習慣と価値観を持つという日本人の定

義に従えば、力士集団の日本人の純度はかな

り高いものと思われます。 

図 1-1 には著者のパスポートの一部を

示しましたが、このパスポートを持つものは

日本の国籍を持つ Hon-Japa であることを保

証してくれます。日本の国内には約 1.2億人

の人間が住んでいますが、日本国籍を持つ

Hon-Japa と Hen-Japa だけではなく多くの

Non-Japa も含まれています。日本に住む総

人口 1.2 億人に対する Hon-Japa と Hen-Japa

の割合が日本人の純度を意味しますが、国内

の日本人の純度は力士集団の日本人の純度
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と比較してあまり差がないように思います。髪と瞳が黒く日本語を喋る人を日本人と定義

すれば日本国内における日本人の純度も変化します。総力士数あるいは日本の総人口など

の母体集団が同じであっても、定義する項目が異なればその純度は変化してしまいます。 

人間の胃の中はかなり強い酸性に整えられていますから、炭酸カルシウムを多く含む水

を飲むと酸の中和反応が起こり、酸性度は下がってしまいます。当然胃の機能が低下して

多くの人は消化不良を起こしてしまいます。日本は火山国ですから、あまり炭酸カルシウ

ムの溶け込んだ地下水が湧き出しておりませんが、石灰石を主体とした地殻に覆われてい

るヨーロッパでは炭酸カルシウムを多量に含む地下水が各地に湧き出しています。ヨーロ

ッパの旅行中に多くの日本人が消化不良を起こしますが、高い濃度で炭酸カルシウムの溶

けた生水を飲んでしまったことがしばしば原因となっています。反対に、胃酸過多の症状

を持つ人にとっては胃の機能を向上させる働きを持ちますから、炭酸カルシウムの多く溶

けた水をクスリのように飲用します。また、多少炭酸カルシウムを含む水はお茶の味を引

き立たせると云われて昔から日本でも珍重されています。このように炭酸カルシウムの濃

度が飲み水の品質に大きく影響を与えていますから、水中に含まれる炭酸カルシウムの濃

度（mg/L）を硬度として表しています。 日本では水の硬度が 100 mg/L以下を軟水、220 mg/L

以上を硬水として定義しています。著者は永年軟水に慣れ親しんできたこともあって、余

り硬度の高い水を好みませんが、ヨーロッパの人は硬度が高く二酸化炭素を多く含む水を

ミネラルウォーターと呼んで珍重しています。ちなみに、泡が出るほどに二酸化炭素を含

んでいる水を炭酸水（英語では Carbonated Water）と呼んでいます。 

日本国内には水道法という法律が施行されており、上水道に供給する水の水質基準が詳

細に規定されています。これにより、供給される水は種々の毒性物質や病原生物、異常な

味や臭いから汚染されていないことが義務付けられていますが、その第 2 項には衛生上の

措置として給水の残留塩素を遊離残留塩素として 0.1mg/L 以上保持するよう規定していま

す。当然供給元から近い末端と遠い末端では単体塩素の消費される量が異なりますから、

必要量以上に単体塩素が注入され、残留することになります。このようにして残留した単

体塩素は水道水の特異な悪臭の原因になるばかりでなく、大気中に拡散してゆきます。 

酸素原子に 2個の水素原子が結合したH2Oの分子式を持つ分子を水と呼んでいますが、

硬水には水に 220 mg/L以上の炭酸カルシウムを含んでいますから、水の純度は 99.978％以

下と考えることができ、軟水は 99.99％以上の水の純度を持つと考えることができます。水

道法による水質基準では水道水は日常生活に支障のない程度には純粋の水ですが、水の純

度が 99.99999％以下ですから決して純粋の水ではありません。概念的には純度が 100％の

物質を純純純純物質といい、物質に含まれる純物質以外の成分を不純不純不純不純物といいます。硬水も軟水

も水道水も 100％より低い純度の水ですから純物質ではなく、炭酸カルシウムや単体塩素

が不純物として含まれていることになります。 

中性子と陽子と電子の 3 種の粒子が複雑に集まって自然界も社会も全て出来上がって

います。当然、3 種の粒子の性質を基に原子はそれぞれ種々の性質や特性を示します。多
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くの原子で構成されている分子はそれぞれの原子の性質が影響しあって総合的に分子の性

質を醸し出しています。さらに、種々の分子が集合して形作られる物質はそれぞれの分子

の性質の総合した性質を示します。化学が種々の物質の性質を調べて日常生活に役立てる

ことを目的とする学問ですから、化学者は 3種の粒子や原子や分子の個々の性質を解明し、

それらの性質の互いの影響の仕方などを調べてきました。原子や分子を純粋な形にして、

その性質や特性を明らかにすることが化学の基本の手段・方法の一つとなりますし、それ

らの純粋な原子や分子が互いに影響する仕方を解析することが次なる化学の基本の手段・

方法となります。 

本書では純純純純物質の概念を改めて考え直し、化学の基本的な手段・方法により得られてい

る知識や過去の成果を基にして、純物質に対する不純不純不純不純物の影響の仕方を独善的に考えてゆ

こうと思います。日常生活を取り巻く種々の物質の純度と不純物の関わり方を考え、何か

一つでも化学の研究や教育に役立つものが見つけ出せれば良いと思っております。また、

物質の純度と不純物の関わりを考えることで日常生活を豊かにする助けになれば、本書は

さらなる意義を持つことになると思われます。 


